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納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
国民年金保険料（以下、年金保険料という）は、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、所得税

および住民税の社会保険料控除の対象となります。

控除の対象となるのは、令和２年１月から12月までに納められた年金保険料の全額（過去の年度分や追納された保険

料も含む）です。また、ご家族の年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができます。

この社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、納付したことを証明する書類の添付が必

要となります。

このため、令和２年１月１日から同年９月30日までの間に年金保険料を納付された人には、11月上旬ごろに日本年

金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または

領収証書を添付してください。

※なお、今年はじめて年金保険料を納める人で、令和２年10月１日から12月31日までの間に、年金保険料を納められ

た人には、翌年の２月上旬ごろに送られます。

問大垣年金事務所 �78―5166

年金制度説明会を開催します
年金の請求、年金受給中の手続きと届出、障害および遺族年金等の年金制度全般を年金事務所の専門職が分かりやす

く説明します。年金請求年齢に近い人、年金制度を詳しく知りたい人など、誰でも参加でき、参加費は無料です。

【日 時】12月１日（火）13時30分～15時30分（受付開始 13時～）

【場 所】大垣市小野４－35－10 大垣情報工房セミナー室

問申県年金協会 �058―210―2611


